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１．はじめに 

 本稿は、交通量の多い交差点上での首都高速八重洲線（以下、八重洲線）の架替について報告するものであ

る。架替は図－１に示す、港区及び中央区境にある汐先橋交差点上で実施したが、当該箇所は築地市場や新橋

に近接し、昼夜とも歩行者や道路交通が多い場所である。ここで、交通影響を最小限に留め、当初の計画から

2.5 ヵ月間の通行止め期間を短縮した施工計画、施工法について述べることとする。 

２．橋梁形式の変更  

 本工事は、図－２に示すとおり、東京都都市計画道路環状２号線（以下、環２）計画と八重洲線の構造が干

渉することから、４径間の高架橋（単純鈑桁＋３径間連続箱桁）を撤去し、３径間の新設高架橋（単純鋼床版

鈑桁＋立体ラーメン鋼床版箱桁＋単純鋼床版箱桁）に橋梁形式を変更し架け替えたものである。 

鋼重は上・下部含めて約 1,300ｔである。支間割（橋脚間距離）は、環２トンネルと各種構造物（首都高速

都心環状線汐留トンネル・首都高速汐留駐車場・雨水渠）との干渉及び交差点将来計画に留意して決定した。 

３．施工概要 

 本工事は、街路交差点の交通影響を最小限に留め、八重洲線の通行止期間をいかに短縮できるかが至上命題

であった。当該交差点は都道の海岸通りと新大橋通りが交わる汐先橋交差点（約７万台／日）の直上での作業

となるので、安全かつ街路の通行止回数・時間に特段の配慮が必要であった。 

３－１．工期短縮と通行止回数削減 

 工程短縮の工夫として、汐先橋交差点上の大ブロッ

ク一括架設を採用した。北行・南行ブロックを現場ヤ

ード内で同時に地組立を実施した（図－３）。これによ

り、単体毎に進める地組立・溶接・塗装作業を並行し

て短縮を図った。また、多軸台車を地組架台とするこ

とで、地組立完了後の多軸台車への盛り替え作業を削

減した。交差点の通行止削減として、単ブロック架設 

でなく大ブロックによる一括架設を多用することで、当初計画の１２回の通行止めを７回に削減した。 
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図－１ 工事位置図 
図－２ 工事概要図 

図－３ 桁地組立 

土木学会第69回年次学術講演会(平成26年9月)

 

-511-

 

Ⅵ-256

 



３－２．吊上げ一括架設 

 新設桁の架設は、図－４に示すように、１）側径間は大型クレーンによる一括架設 ２）中央径間は、多軸

台車にて地組立ブロックを架設位置まで運搬し、吊上げ設備による一括架設 に大別される。 

 

 

 

 

 

前述したように、工程短縮・通行止め回数削減のた

め、架設ブロックが大型化され最大約 145ｔの架設重量

となった。撤去時に用いた多軸台車にジャッキシステ

ムを搭載し、ジャッキアップにて架設する工法では、

桁閉合時の微調整に時間を要するため、限られた通行

止め時間内（０時～５時）では工程的に困難が予想さ

れた。そこで、２）の架設工法を立案した。 

この工法はＰＣストランド（28.6φ）を用い、盛り

替え不要なダブルツインジャッキ（Cap：700ＫＮ）８

基にて桁を吊り上げ架設するものである。特徴は、桁

架設位置が吊上げ位置と自動的に同調するため、仕口

合わせの調整がほとんど必要なくなることと、桁を吊

り下げることにより、桁下空間（建築限界）を確保す

ることが可能となり、桁閉合後の降下作業が省略でき

ることである。また、吊上げ設備の大梁は、通常の工

事桁よりも鋼重に対する剛性の高い汎用型組立橋梁

（トラス形式）を用いることで、吊上げ時の変形を抑

え架設精度の向上を図った（図－５・写真－１）。 

架設時にはエンコーダを用い、桁の引上げ量を管理

し、桁閉合時には事前に①引込ワイヤー ②上面調整

装置 ③ねじれ調整装置 ④桁軸方向調整装置を各桁 

仕口に配置することにより、桁を所定の時間内に架設 

することができた(図－６)。 

４.おわりに 

 本現場は、下部工事（清水建設㈱）及び上部工事が

連携して、当初 20 ヵ月間の八重洲線通行止め期間を                           

17.5 ヵ月間で解除することができた。今回実施した工

期短縮や架設工法は、今後のインフラの大規模更新工

事の再考になるものと考える。 

 

図－４ 架設工法 

図－５ 吊上げ設備図 

写真－１ 吊上げ架設状況（仕口は、交差点上） 

図－６ 桁調整装置 
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